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子成4~F-12月 4 Fl 
配置されているものであり ，高等教育の機会均等
の実現を基本的な使命のーっとするものでありま
すが，学生納付金のさらなる増額はこの機会均等
の最小限の保証をも奪いかねず，ひいては，国立
大学の重要な使命達成を危うくするものでありま
す。
また，｜認立大学は~I司家，社会の要請に応えて有
為な人材の養成を行っており，その教育の成果は
学生個人に帰するばかりでなく，国と社会とがそ
の最大の受益者であります。したがって国立大学
の学生納付金については，いわゆる受益者負担の
原則を単純に適用すべきでないことは申すまでも
ありません。とりわけ専門分野により学生納付金
に格差を設けることは，国家，社会の要請に対応
して高等教育の機会を専門分野のすべてにわたっ
て均等に提供することを本来の目的使命とする国
立大学において，到底容認できないところであり
ます。
同立大学協会では，敗政収入増の観点から授業
料，入学料等の隔年ごとの改定を定着させること
について，かねてから，遺憾の意を表していると
ころでありますが，政府におかれましては，われ
われの意のあるところをご賢察の上，とくに今回
の入学料等学生納付金の取扱につき，十分，慎重
を期せられますよう，ここに重ねて強く要望いた
国立大学協会会長 します。
有問 i拐人
国立大学の学生納付金の改定について（要望）
国立大学の予算につきましては，厳しい財政事
情のなかで種々ご配慮を頂いていることに対し，
深〈感謝の立を表するものであります。しかしな
がら，明年度の予算編成にあたり， ~Jij 1'1~大学の入
学料等学生納付金の増傾改定が検討されていると
伝えられていることについては，凶立大学協会と
して強い［（£倶の念を表明せざるを得ません。
国立大学の学生納付金については，年々繰り返
されてきた増額改定により，学生生活の諸経質の
高騰とも相まって，その父母の家計への負担は著
しく増大しております。国立大学は，我が国の高
等教育が総体として均衡のとれた発展をとげるよ
う，闘の責任において全国的にバランスをとって
．－．．－．．・ー．・－．・．・．・．’－．・・．．・．ー・．ー．・・．ー．
く保健コーナー〉
たかが “イポ”されど “イポ”
私が京都大学保健診療所の皮膚科を担当させて
頂いてから，ょうやく半年が過ぎようとしている
が，その疾患分布の偏りで驚いたことが一つあ
る。それは，当初より，木診療所の性質上，重症
の皮膚疾患やまれな疾患の類を診察する機会は，
一般病院皮府科に比して少ないであろうと予想さ
れていたが，いわゆるイボ，正しくは， “尋常
性，指状，あるいは青年性扇平re質”などという
いささか耳慣れない皮脂－疾患が，近ごろの本診療
科において極めて高頻度に観察されることであ
る。この現象は，欧米において，ここ数十年来，
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-~般広間不｜・外来でも，イボの患者が着実に増加し
ているという報告と無縁ではないと思われるが，
診察日によっては，受診される患者の50%前後が
イボ保有者であることを考えると，これは，やは
り，他の診療施設に比しても，有志に高い数字と
言わねばなるまし、。そこで，木コーナーではその
イポについての若干のお話をしようと思う。
イポ（花賞）の「苑」も「賛」も，ともに“あ
まりもの”という意味であるため，皮府N.而から
突出した小腫痕塊に対して，一般では用いられる
ことも多いが，ここでいうイポは，ヒトパピロー
マウイルスの皮周，正確には，表皮（上皮）にお
ける感染によって発症する，良性の増殖性疾患の
ことである。パピローマウイルスは最近60有余の
亜型が報告されており，中には悪性の変化を誘導
するものもあるが，極めてまれなことであり，一
般的には，イボがあるからと言って， 「癌になる
のではないか？」というのは，無用の心配であ
る。
このイボの文献的記載は，随分古くより認めら
れるが，その感染機序は未だに明らかではない。
ただ，大工さん，魚屋さんといった比較的，手な
どに外傷をうける機会の多い職業の人に高度のイ
ボをみるという報告や，また，学生'.Y,｛や工場など
での集団発生例の記載を参考にすると，木学，と
くに学生でのイボ擢患が多い理由についての，あ
る種の推察をすることは出来るのかもしれない。
イボの発症は，これまで学童:WJに多いとされてき
たが，最近の本学での傾向をみれば，その高頻度
分布域が，青年期にまで広がりつつあることを予
測させる。そして，これは，最近，思春期から青
年期でのアトピ－ti二皮膚炎患者が著しく増加して
いることと関連しているように思われる。実際，
アトピー性皮膚炎患者では，細胞性免疫機能が，
正常人に比べて低下していることが指摘されてお
り，このことが，イボをはじめとしたウイルス感
染を助長することにつながるのであろう。
先ほど，イボは良性だから心配はないとした
が，といって，放置してよいものでもなし、。イボ
は，感染性かつ増殖性の皮府疾患であるため，次
第に，周囲へ拡大したり，あるいは遠隔皮府に伝
染し新たな病変を形成することがよく観察され
る。従って，イボを見つければ，早急に治照を問
始することが望ましいのであるが，残念なこと
に，いまだにその確実な治療法が確立されていな
い。これは，現在，ヒト感染性ウイノレスに有効な
薬剤の開発が岡難であることの反映である。j凶
'lf；，イボは頑固にその場所で徐々に増殖を続け，
次第に本当に余計な“あまりもの”に成長する。
また， fl，）＇には，痛みを伴うこともあるため，現
在，対f定的ではあるが，様々な治療法が用いられ
ている。最もよく行われる方法は，液体窒素をJT
いた凍結療法といわれるもので，綿体に液体室井j
をつけ，それを忠部に 1回数秒間を数回繰り返し
接触させることにより，忠笥；を凍結峻死tこJ茸くも
のである。これは，ある程度の治療IJ数が必要で
あることや，いささか焔みを伴うとL、う短所はあ
るが，殆どのイポを治療でき，しかも，方法が簡
便であるという大きな特徴がある。木皮府科にお
いても，この方法を採用している。その他には，
単純切除，＇iT~気焼灼法， :!JC ガン剤の軟有：塗布や局
所注射，あるいは．サリチノレ敵軟菅の塗布などが
行われることもある。
イポ治療には，また， I音示療法あるいは民nfit
法といわれる，特殊な方法が用いられることがあ
る。これらの療法は， H寺に，緩めて有効である場
合があり，我々侠療実践者にとっては，まことに
興味深L、。例えば， Oslerという人が，ゲンチ
アナ紫という色素をイボlζ詮布し， 1週間以内に
治ると患者に晴示をかけたところ，イボは必ずと
れたとする報告があるし， アメリカのマサチュー
セッツ市の病院で患者にイボが消えるという催眠
術をかけたところ，数週間で殆どのイボは消えた
という報告も見られている。実際， Ill！えの灰療施
設においても同様の現象が観察されている。しか
しながら，その理由については，当然のことなが
ら全く不明である。さらに，わが国には， J山方各
地に， “イボ取り地蔵”が多く設けられており，
その有効性がまことしやかに報じられている。ま
た，ナヌ、のヘタやイチジクの汁，パナナの皮など
を擦りつけるとイボが取れるといった各種の民間
療法も知られており，実際に有効であると言う報
告を見せられると，イボの発症機序が不明である
現在，イボにある穐独特の“ネ1秘性？”を感じざ
るを得なし、c
（保健診療所戸田憲一）
?ー?
